
２・３面で各種支援制度、相談窓口を紹介します

　首都直下地震が発生した場合に、地震・火災等大きな被害が想定されてい
ます。区では、被害を最小限に抑えるために、区内の木造住宅密集地域でさ
まざまな対策を行っています。
　今号では、燃え広がらないまちにするための支援制度等をご紹介します。

防災街づくり推進課防災街づくり係　☎内線２８２１問合せ

永久水利施設の整備をしています

　河川水や地下水を活用した永久水利施設の整
備により、断水で消火用水が不足したときでも
消火活動が可能になります。

　所有している空き家の除却や有効
活用、適正な管理が行われていない
近隣の空き家問題等の相談を受け付
けています。

空き家対策を進めています

　道路を６メートル以上に広げるこ
とで、緊急車両がスムーズに通行で
きるようになるほか、日頃の安全性

も向上します。

狭い道を広く

　公園等のオープンスペースを確
保することで、延焼を防止すること
ができるほか、居住環境も向上

します。

燃え広がりを防ぐ

燃えにくい・
倒れない建物に

　不燃化建築物に建て替えることで、燃
えにくい建物になります。
　建物を耐震化することで地震時の揺れで
も建物が倒れにくくなり、屋外に逃

げる時間を確保できます。
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。
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取
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▶災害で１人の犠牲者も出さない安全・安心のまちづくりを目指して

荒川区長・特別区長会会長

西
に し か わ

川 太
た い い ち ろ う

一郎
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主 な 内 容

２面◆大雨に備えましょう
２・３面◆ 各種支援制度、相談窓口の

紹介
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